
（別紙３）

～ 2025年　11月　30日

（対象者数） 28名 （回答者数）
22名

～ 2025年　11月　30日

（対象者数） 5名 （回答者数）
5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・スタッフの専門性向上に向けて、資格取得支援制度の拡充

や学習環境の整備を進める。

- 外部SVに加え、多角的な視点で助言を受けられる体制を検

討する。

・職員の経験年数やスキルに応じた担当児童数の最適化を継

続し、無理のない範囲で質を維持する仕組みを整える。

2

・保護者向け講習会や外部研修の案内を増やし、家庭での支

援力向上をより後押しする。

・法人内の別事業に依存しすぎず、事業所としても主体的に

関われるよう、連携時の役割やフローを明確化する。

3

・建物の段差・壁の薄さ・床の強度など、安全面の課題に対

する段階的な改修計画を検討する。

・情報共有ツールや対面の申し送りをさらに活用し、情報共

有の標準化（テンプレート化・ルール整備）を進めること

で、支援の連続性をより高める。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・オンライン連絡ツールを活用した情報共有の標準化（テン

プレート化・ルール整備）。

・全員が参加しやすい 短時間・高頻度のミニ研修 の導入。

・スーパービジョンの機会を意図的に設定し、支援の方向性

が偏らないよう調整する。

2

・段差・床・壁など、安全性に関わる部分の優先順位をつけ

た段階的な改修計画を検討する。

・音環境の改善に向けた 部屋選択の基準づくりを行う。

・限られた空間でも快適に過ごせるよう、レイアウトや仕切

り方法の工夫を継続する。

3

・事業所としての連携時の役割・関わり方・情報共有フロー

を明確化する。

・園や地域団体との接点を増やすため、地域交流の機会づく

りを検討する。

・保護者を通じた情報共有だけに頼らず、必要に応じて 事業

所からも積極的に連携を提案する体制を整える。

○事業所名 BRIDGE２

○保護者評価実施期間
2025年  11月  1日

○保護者評価有効回答数

2025年　11月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　1月　9日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

関係機関との連携において、事業所として主体的に関わる機

会が限られている

・法人内の別事業（保育所等訪問支援）が連携の中心となる

ことが多い。

・送迎を行わない運営形態のため、園との直接的な接点が生

まれにくい。

・関係機関が主体となる連携では、調整に時間がかかること

がある。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

スタッフ全員が揃う時間が少なく、研修・情報共有の機会が

十分に確保しにくい

・個別セラピー中心のため、スタッフの勤務時間が分散しや

すい。

・少人数体制であるため、業務時間内に全員が集まる時間を

確保しづらい。

・研修やマニュアルを活用した訓練の時間をまとめて取るこ

とが難しい。

建物（古民家）の構造上、安全面・快適性に課題が残る

・古民家を改修した建物であり、段差・壁の薄さ・床の強度

など構造的な制約がある。

・木造で音が響きやすく、児童の特性に合わせた環境調整が

難しい場面がある。

・部屋数が限られており、利用家庭ごとに1部屋を確保すると

柔軟な配置がしにくい。

専門性に基づく質の高い個別支援体制

・専門性の高いスタッフが中心となり、児童の特性に応じた

個別支援を丁寧に実施している。

・対応が難しいお子様には必要に応じて職員2名体制を組むな

ど、安全確保と質の両立を図っている。

・スーパービジョン（SV）や外部有資格者からの助言を受け

られる体制があり、スタッフが継続的に学びながら支援の質

を高めている。

家庭と連携した一貫性のある支援

・ご家庭へ支援のポイントを丁寧に共有し、家庭と事業所が

同じ方向を向いて支援できるよう工夫している。

・保育所等訪問支援や相談支援事業所と連携できる環境が

整っており、必要に応じて情報共有や協力が可能。

・ペアレントトレーニングの要素を取り入れた支援や、保護

者向け講習会・座談会の開催など、保護者支援にも積極的に

取り組んでいる。

個別教室の特性を活かした柔軟で安心できる環境づくり

・木造の古民家という特性を踏まえ、部屋選択や動線の工

夫、温度管理、清潔さの維持など、利用者が安心して過ごせ

る環境づくりに努めている。

・限られた部屋数の中でも、マットをパーテーション代わり

に使うなど、プライバシーや安心感を確保するための柔軟な

対応ができている。

・情報共有ツールを活用した申し送りや、昼の時間帯の相談

など、個別教室でも連携が途切れない工夫がされている。

事業所における自己評価総括表公表


